
「第12回沖縄平和賞授賞式」
が開催され、国際人権NGO
の「認定特定非営利活動法人
ヒューマンライツ・ナウ」が
受賞しました。

琉球王国の世継ぎの屋敷であった中城御殿を体験学習施設として整備
を始めるにあたり起工式を行いました。また、整備・管理に係る役割分
担に関する覚書を調印しました。

北部地域の大雨
による被災現場
を確認し、被災
された住民の
方々の声を直接
伺いました。

沖縄戦で犠牲となっ
た戦没者のみ霊を慰
めるとともに、世界
の恒久平和を願う「沖
縄のこころ」を発信
するため、「令和６年
沖縄全戦没者追悼式」
を開催しました。

9
日 

● 

救
援
活
動
、復
旧
支
援
活
動
に
向
け

て「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
係

る
第
１
回
沖
縄
県
支
援
対
策
本
部
会

議
」を
開
催

15
日 

● 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ｃ
博
物
館
支
援
本
邦
研
修（
1
／

15
〜
2
／
9
）

18
日 

● 

沖
縄
県
の
地
域
外
交
に
関
す
る
提
言

書
手
交
式

20
日 

● 「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
４
」の
開
催（
〜
１
／
21
）

22
日 

● 

専
修
大
学
、神
奈
川
大
学
、関
東
学

院
大
学
、東
京
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
ホ

テ
ル
専
門
学
校
と
就
職
支
援
協
定
を

締
結

23
日 

● 「
沖
縄
県
渇
水
対
策
本
部
会
議
」の

開
催

31
日 

● 

第
５
代
漁
業
調
査
船「
図
南
丸（
と

な
ん
ま
る
）」が
竣
工
1

2
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
世
代
継

承
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施（
フ
ィ
リ
ピ

ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）（
〜
2
／
6
）
2

12
日 

● 「
能
登
半
島
地
震
被
災
地
派
遣
職
員

報
告
会
」を
開
催 

14
日 
● 

米
国
よ
り
琉
球
国
王
の
肖
像
画「
御

後
絵
」４
点
を
含
む
文
化
財
20
点
が

返
還
3

15
日 

● 

沖
縄
県
と
那
覇
市
と
の「
災
害
時
等

に
お
け
る
庁
舎
の
相
互
使
用
に
関
す

る
協
定
」を
締
結

28
日 

● 「
お
き
な
わ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」を
発
表

28
日 

● 

沖
縄
県
健
康
増
進
計
画「
健
康
お
き

な
わ
21（
第
３
次
）」・
沖
縄
県
歯
科
口

腔
保
健
推
進
計
画「
歯
が
ん
じ
ゅ
う

プ
ラ
ン（
第
２
次
）」を
策
定

29
日 

● 「
第
４
次
沖
縄
県
が
ん
対
策
推
進
計

画
」を
策
定

1
日 

●  

こ
ど
も
未
来
部
の
設
置

1
日 

● 

公
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

新
た
な
計
画
「
み
ん
な
の
学
校
！

ピ
ー
ス
フ
ル
・
プ
ラ
ン
」始
動
！

1
日 

●  

高
度
な
血
管
内
治
療
に
取
り
組
む
べ

く
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
に「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
手

術
室
」を
整
備

16
日 

●  

県
立
農
業
大
学
校
新
校
舎
開
校
式

及
び
入
学
式
を
開
催
4

24
日 

●  

玉
城
知
事
が
石
垣
市
を
行
政
視
察

（
〜
４
／
25
）

1
日 

● 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー「
美
ら
虹
」

の
開
所

12
日 

● 「
看
護
の
日
」普
及
啓
発
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
が
県
内
を
初
め
て
走
行
5

24
日 

● 

学
校
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た
県
の

取
組
方
針
発
表

27
日 

● 

玉
城
知
事
が
大
宜
味
村
、国
頭
村
お

よ
び
東
村
を
行
政
視
察（
〜
５
／
28
）

29
日 

● 

宮
古
島
初
の
宮
古（
下
地
島
）〜
ソ

ウ
ル（
仁
川
）線
ジ
ン
エ
ア
ー
が
就
航

21
日 

● 

デ
フ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権

２
０
２
４
沖
縄
豊
見
城
大
会
開
幕
6

23
日 

● 

令
和
６
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

7

25
日 

● 

沖
縄
県
と
学
校
法
人
昭
和
薬
科
大
学

と
の
地
域
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師
等

の
育
成
・
確
保
連
携
協
定

26
日 

● 「
第
1
回
沖
縄
県
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推

進
協
議
会
総
会
」を
開
催

28
日 

● 

令
和
13
年
度
の
Ｊ
リ
ー
グ
規
格
ス
タ

ジ
ア
ム
供
用
開
始
を
目
指
す
こ
と
を

発
表

1
日 

● 

水
難
事
故
防
止
運
動
の
実
施 

（
〜
10
／
31
）

8
日 

● 「
第
２
回
沖
縄
空
手
少
年
少
女
世
界

大
会
」を
開
催（
〜
８
／
12
）
8

13
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
世
代
継

承
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施（
ボ
リ
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
）（
〜
８
／
22
）

27
日 

● 

国
指
定
重
要
文
化
財（
工
芸
品
の
部
）

に【
金
銅
雲
龍
文
簪
】が
指
定

30
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

審
議
会
」第
１
回
答
申

1
日 

● 

お
き
な
わ
＃
７
１
１
９
電
話
相
談
を

開
始

２
日 

● 

北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
参
加

4
日 

● 

バ
ス
料
金
が
終
日
無
料
と
な
る

「
わ
っ
た
〜
バ
ス
利
用
促
進
乗
車
体

験
事
業
」（
〜
９
／
29
）
9

6
日 

● 

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、青

年
農
業
士
１
名
、指
導
農
業
士
11
名
、

女
性
農
業
士
５
名
を
認
定

8
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．

及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問（
〜
９
／
15
）

10

9
日 

● 

障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む

事
業
所
や
長
年
勤
務
に
精
励
さ
れ
た

障
害
者
へ
県
知
事
賞
を
表
彰

12
日 

● 

ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

部
活
動
地
域
移
行
の
連
携
協
定
を
締
結

19
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手
不

足
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

20
日 

● 「
健
康
長
寿
お
き
な
わ
復
活
推
進
県

民
会
議
」を
開
催

27
日 

● 

陸
上
自
衛
隊
第
15
旅
団
に
対
し
、不

発
弾
処
理
４
万
件
到
達
に
係
る
感
謝

状
を
贈
呈

27
日 
● 
渡
嘉
敷
村
へ
の
水
道
用
水
供
給
開
始

下
旬 
● 
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

1
日 

● 

県
企
業
局
水
道
料
金
改
定

9
日 

● 

重
要
無
形
文
化
財【
八
重
山
上
布
】保

持
者
に
新
垣
幸
子
氏
認
定

12
日 

● 「
第
60
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」を
開
催

25
日 

● 「
第
48
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
」を

開
催（
〜
10
／
27
）

28
日 

● 

第
12
回
沖
縄
平
和
賞
受
賞
式
11

1
日 

● 

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

に
新
た
に
９
疾
患
を
追
加
し
た
実
証

事
業
を
開
始

2
日 

● 「
中
城
御
殿
の
起
工
式
・
覚
書
調
印

式
」を
開
催
12

13
日 

● 「
第
88
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
33

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
沖
縄

県
準
備
委
員
会
」の
発
足

13
日 

● 

玉
城
知
事
が
北
部
地
域
に
お
け
る
大

雨
災
害
の
現
場
を
視
察
13

14
日 

● 

済
州
特
別
自
治
道
と
の「
友
好
協
力

都
市
協
定
」を
締
結
14

15
日 

● 「
離
島
フ
ェ
ア
２
０
２
４
」の
開
催

18
日 

● 

国
連
特
別
報
告
者
の
沖
縄
招
へ
い

（
〜
11
／
20
）
15

29
日 

● 「
第
32
軍
司
令
部
壕（
首
里
司
令
部
壕

跡
）」が
沖
縄
県
指
定
史
跡
に
指
定

5
日 

● 

泡
盛
を
含
め
た
日
本
の「
伝
統
的
酒

造
り
」が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録

9月11月12月 10月

4月5月6月

8 7

1011

1314

6

9世界中の空手愛好家が「空手発祥の地・沖縄」に結集して交流を深め、沖
縄空手の技や精神性を今後も保存・継承・振興を図ることを目的に「第２
回沖縄空手少年少女世界大会」を開催しました。

国務省・国防総省や連邦議会議員等に対
し、基地問題解決促進に向け理解と協力
を求めました。また、共和党系シンクタ
ンクや大学で知事が英語で講演し、沖縄
県の考えを広く発信しました。

６月21日から30日までの間、大会が開催され、日本代表は男
子が６位、女子は優勝を果たしました。県は各国の選手と県
内のこども達との交流機会を創出しました。

韓国済州特別自治
道のオ・ヨンフン
知事が来県し、沖
縄県との友好協力
都市協定を締結し
ました。両地域は、
平和、文化、経済
分野等で交流拡大
に努めます。

９月４日から29日までの毎週水曜
日と日曜日の計８日間、沖縄県内
の路線バス運賃を終日無料とする
「わった～バス利用促進乗車体験事
業」の事業開始に伴い、実際に運行
するバスに知事が乗車。

国連特別報告者である
マルコス・A・オレリャー
ナ氏を沖縄へ招へい
し、関係者との面談や
現地視察、「国連特別
報告者と考えるPFAS
問題」をテーマとした
シンポジウムを実施し
ました。

15

12

「
沖
縄
県
」
こ
の
一
年

特集

２
０
２
４
年
は
、
米
国
か
ら
琉
球
国
王
の
肖
像
画
「
御
後
絵
」
４
点
を
含
む
文
化
財

20
点
の
返
還
や
、
中
城
御
殿
の
起
工
式
・
覚
書
調
印
式
、
泡
盛
を
含
め
た
日
本
の
「
伝

統
的
酒
造
り
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
な
ど
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
あ
っ

た
年
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
本
島
北
部
地
域
に
お
け
る
大
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め
、
引
き
続
き
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

9
日 

● 

救
援
活
動
、復
旧
支
援
活
動
に
向
け

て「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
係

る
第
１
回
沖
縄
県
支
援
対
策
本
部
会

議
」を
開
催

15
日 

● 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ｃ
博
物
館
支
援
本
邦
研
修（
1
／

15
〜
2
／
9
）

18
日 

● 

沖
縄
県
の
地
域
外
交
に
関
す
る
提
言

書
手
交
式

20
日 

● 「
お
き
な
わ
花
と
食
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
４
」の
開
催（
〜
１
／
21
）

22
日 

● 

専
修
大
学
、神
奈
川
大
学
、関
東
学

院
大
学
、東
京
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
ホ

テ
ル
専
門
学
校
と
就
職
支
援
協
定
を

締
結

23
日 

● 「
沖
縄
県
渇
水
対
策
本
部
会
議
」の

開
催

31
日 

● 

第
５
代
漁
業
調
査
船「
図
南
丸（
と

な
ん
ま
る
）」が
竣
工
1

2
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
世
代
継

承
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施（
フ
ィ
リ
ピ

ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）（
〜
2
／
6
）
2

12
日 

● 「
能
登
半
島
地
震
被
災
地
派
遣
職
員

報
告
会
」を
開
催 

14
日 
● 

米
国
よ
り
琉
球
国
王
の
肖
像
画「
御

後
絵
」４
点
を
含
む
文
化
財
20
点
が

返
還
3

15
日 

● 

沖
縄
県
と
那
覇
市
と
の「
災
害
時
等

に
お
け
る
庁
舎
の
相
互
使
用
に
関
す

る
協
定
」を
締
結

28
日 

● 「
お
き
な
わ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」を
発
表

28
日 

● 

沖
縄
県
健
康
増
進
計
画「
健
康
お
き

な
わ
21（
第
３
次
）」・
沖
縄
県
歯
科
口

腔
保
健
推
進
計
画「
歯
が
ん
じ
ゅ
う

プ
ラ
ン（
第
２
次
）」を
策
定

29
日 

● 「
第
４
次
沖
縄
県
が
ん
対
策
推
進
計

画
」を
策
定

1
日 

● 

水
難
事
故
防
止
運
動
の
実
施 

（
〜
10
／
31
）

8
日 

● 「
第
２
回
沖
縄
空
手
少
年
少
女
世
界

大
会
」を
開
催（
〜
８
／
12
）
8

13
日 

● 

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
次
世
代
継

承
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施（
ボ
リ
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
）（
〜
８
／
22
）

27
日 

● 

国
指
定
重
要
文
化
財（
工
芸
品
の
部
）

に【
金
銅
雲
龍
文
簪
】が
指
定

30
日 

● 「
沖
縄
県
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

審
議
会
」第
１
回
答
申

1
日 

● 

お
き
な
わ
＃
７
１
１
９
電
話
相
談
を

開
始

２
日 

● 

北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
参
加

4
日 

● 

バ
ス
料
金
が
終
日
無
料
と
な
る

「
わ
っ
た
〜
バ
ス
利
用
促
進
乗
車
体

験
事
業
」（
〜
９
／
29
）
9

6
日 

● 

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、青

年
農
業
士
１
名
、指
導
農
業
士
11
名
、

女
性
農
業
士
５
名
を
認
定

8
日 

● 

玉
城
知
事
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．

及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問（
〜
９
／
15
）

10

9
日 

● 

障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む

事
業
所
や
長
年
勤
務
に
精
励
さ
れ
た

障
害
者
へ
県
知
事
賞
を
表
彰

12
日 

● 

ブ
カ
ツ
・
サ
ポ
ー
ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

部
活
動
地
域
移
行
の
連
携
協
定
を
締
結

19
日 

● 

公
労
使
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
雇
用

対
策
推
進
協
議
会
に
お
い
て「
人
手
不

足
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

20
日 

● 「
健
康
長
寿
お
き
な
わ
復
活
推
進
県

民
会
議
」を
開
催

27
日 

● 

陸
上
自
衛
隊
第
15
旅
団
に
対
し
、不

発
弾
処
理
４
万
件
到
達
に
係
る
感
謝

状
を
贈
呈

1月

8月9月

2月

7月

3月

資源管理型漁業
の振興や新しい
水産資源の探索
等による持続可
能な水産業振興
を目的に、５代
目となる漁業調
査船「図南丸」が
竣工しました。

玉城知事がフィリピン、
シンガポールを訪れ、
現地県人会への慰労訪
問や意見交換・交流を
行ったほか、日本国大
使との面談、米軍基地
跡地や観光・物流関連
企業の視察・意見交換
等を実施しました。

沖縄戦前後の混乱において県外へと流出した文化財20
点が米国より返還されました。返還されたもののうち
「御後絵」は、戦後初めて実物の存在が確認されたことか
ら、世紀の大発見と評されました。

学生寮や実習用ハウス等全ての施設を新築し、牧草採草地
や農業機械運転練習場等の付属施設も完備した県立農業
大学校の新校舎開校式及び入学式を開催しました。

看護の日の普及啓発と併せて、新型コロナウィルス感染症対
応等に多大な貢献をした看護職者に対し、敬意と感謝の意を
表すとともに、看護の日をデザインしたPRバスが県内を走行
し、看護の仕事や魅力を発信しました。
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5 4美 ら 島 沖 縄 2025.1 美 ら 島 沖 縄 2025.1
公立学校臨任教職員・非常勤講師

令和７年度の登録はこちらから▶
募集公立学校臨任教職員・非常勤講師

令和７年度の登録はこちらから▶
募集


